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42kDa

PAX5

B cell specific activator protein; B-cell lineage specific activator; BSAP; paired box 5; paired
box homeotic gene 5; Paired box protein Pax-5; PAX5; transcription factor PAX 5;
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	応用
	抗原情報
	背景
	AX5は、B細胞の分化、神経発達、精子形成において重要な役割を果たす可能性がある。Bリンパ球特異的標的遺伝子であるCD19遺伝子の発現制御に関与する。DAXXと相互作用する。モノマーとしてDNAに結合する。TLE4に結合する。リンパ球前駆細胞のBリンパ球系への分化に重要な役割を果たす転写因子（PubMed:10811620、PubMed:27181361）。B系譜に不適切となる遺伝子を抑制し、同時にB系譜特異的な遺伝子を活性化するという二重の役割を果たす（PubMed:10811620、PubMed:27181361）。結果として、細胞接着と遊走を制御し、V(H)-D(H)J(H)組換えを誘導し、プレB細胞受容体シグナル伝達を促進し、成熟B細胞期への分化を促進します（PubMed:32612238）。コヒーシン遊離因子WAPLの抑制は、プロB細胞における染色体構造の全体的な変化を引き起こし、多様な抗体レパートリーの生成を促進します（PubMed:32612238）。
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	Ramos 細胞溶解物中の PAX5 発現のウェスタン ブロット分析。

